
せんなんカンヴァス「文化財の活用からはじめる地域の魅力づくり」ニュースレター　

泉南のレトロなレンガで作るかまどベンチ

第 2回　ワークショップ

カマドとプログラムを考える02
日時：平成25年12月12日（木）

	 午後7時～午後9時

場所：泉南市埋蔵文化財センター

参加人数：18名

■スケジュール
19：00　挨拶
19：05　ふりかえり
19：10　チームの役割説明と、参加者のチーム選択
19：15　カマド、プログラムなどの条件説明
19：25　ワークショップ
　「かまど班」のテーマ
　　かまどのデザインとレイアウト
　「プログラム班」のテーマ
　　プログラムの絞込みとレイアウト
20：50　発表
21：15　終了

■この日のながれ　前回の振り返りのあと、参加者各自の意志で、「かまど班」と「プログラム班」にわ

かれてワークショップを進めました。予定では、ワークショップは二部構成で、かまど班は①ベンチのデザ

インとレイアウトを考えたのち、②提供すべき食材と連携できそうな人・団体の抽出を、プログラム班は①

プログラムの絞り込みとレイアウトを考えたのち、②おもてなし方法と連携できそうな人の抽出を行う予定

でしたが…議論が白熱（ありがとうございます！）。各班ともに、②の課題は次回持ち越しとなりました。

■かまど班での話し合い■
「気軽に子どもも集える癒しのベンチ」がコンセプト！

　まず大切にしたいのは、このベンチにいつも人が

いること。これを実現するための各自のアイデアを

出し合いました。結果「子どもでも」「気軽に」集えて、

「いやしの場」になると同時に、「品格」や「耐久性」、

「災害時に炊き出しの場」として使えるような、頼り

がいのあるベンチにすることになりました。

機能は、座って+寝そべって+向いあって+机+かまど

　コンセプトを実現する具体的な方法を考えてみま

した。まず大切にしたいのは、作る過程を共有する

こと（来年 2 月に実施予定）。具体的なベンチの機能

としては、「机」があって、「向いあって」すわったり、

「寝そべったり」できること、くわえて「かまど」と

しての機能を充実させること（ベンチ兼用では高さ

不足）。「冬は暖かく（日向に設置）」、「夏は涼しい（日

陰に設置）」などの条件も提案されました。

「表彰台型ベンチ」を使いこなしながら増改築！

　盛りだくさんの機能や条件を実現するためのキー

ワードは、座って + 寝そべって + 向いあって + かま

ど + 机です。これを「表彰台」型のベンチで実現。

5 つの機能を実現するために長さは 6 ｍ以上に。設

置位置は、「夏は涼しく」、「道から目立つ」を重視し

日陰になる建物沿いにしました。「品格」と「かわい

い」も同居できることを目標に、完成後も使いこな

しながら増築することで意見がまとまりました。



ワークショップに参加してみたい方、大歓迎です！
せんなんカンヴァスについての問合せ・ご意見は、泉南市埋蔵文化財センターまで

TEL:072-483-6789　メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

交野市では、森のクリスマスパーティー！

「かたのカンヴァス」を見に行きませんか？
同じ取り組みが、交野市でも行われています。ピザ

窯で焼いたピザ、キャンドルでのライトアップ、アー

トの展示や、アーティストのパフォーマンスなど。

日時：12 月 21 日（土）午前 10 時～午後 7時

場所：大阪市立大学理学部附属植物園

	 （京阪交野線「私
きさいち

市」下車、徒歩約 6分）

問合せ・行ってみたい方は：483-6789（河田）まで

■ごあんない■

■プログラム班での話し合い■
「色んな世代、いろんな人が楽しい」がコンセプト！

　大事にしたいのは、「家族・親子」など「あらゆる

世代」の「誰もが自由」に参加でき、参加者の「協力」

と「交流」のもと、「好きなコトや特技などをシェア」

しながら、「笑顔のたえない」イベントを「参加者全

員でつくりあげる」ことが挙げられました。

色んなテーマのプログラム案が20以上！

　出されたプログラム案は 20 以上で、6 つのテーマ

に分けられます。歴史では、「クイズ」、「紙しばい」、「ま

が玉」、「ガラス玉」、「時代衣装体験」。自然では、「森

の散策」、「ドングリや葉っぱで工作」、「野鳥観察」、「チ

リモン」。地域の暮らしでは「特産物収穫祭」、「泉州

名物の料理教室」、「泉州木綿から糸つむぎ」、「方言」、

「見どころツアー」。遊びでは「こま」、「からくりお

もちゃ」。季節に応じて楽しめるものでは「桜まつり」、

「ひな人形」。パフォーマンスでは「コンサート」、「ダ

ンス」、「祭りばやし」。その他「スタンプラリー」、「イ

ルミネーション」、「写真撮影会」、「雅楽」なども。 

いろんな団体、個人といっしょにできそう！

　呼んでみたいプログラム団体では「案内人の会」、

「里山と自然を守る会」、小中学校「吹奏楽部」といっ

た地元をフィールドに活躍されている様々な団体を

はじめ、「きしわだ自然資料館」や「小谷城郷土資料

館」、「弥生学習館」といった博物館。また、知る人

ぞ知る一芸に秀でた個人の方のお名前もでました。 

埋文センターと海会寺跡広場をめいっぱい使おう！ 

　プログラムを①館内専用、②舞台、音楽、③飲食

系、④子ども向け、⑤海会寺跡広場に分けて考えて

みました。①ではマンドリン演奏やヒナ人形の展示

などを、②はマイブンの大階段を客席に、③は「長ー

いベンチ」と対面しペアになるよう、④普段は職員

駐車場となっているエリアを子ども向けスペースと

して開放し、「チリモン」や「昔遊び」などを、⑤で

は広い海会寺跡広場一帯を用いたプログラムを行う

こととしました。 

次回は来年の 1/23 です
　テーマ「実行するアイデアを決める（仮）」

皆さんの意見をまとめた案をもとに、ベンチの

デザインと、プログラム案の中身を、じっくり

話し合いながら、決定します。

日時：平成26年1月23日（木）午後7時～午後9時

場所：泉南市埋蔵文化財センター

問合せ：泉南市埋蔵文化財センター

　　　　（担当：城
じょうの

野・河田）

　　　

■次回のご案内 -ワークショップ■


